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1. 案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 「当初輸入申告情報呼出し(修正申告)（DLI02）」業務における当初申告情報の
呼出し可能権限の拡大

２．変更要望 当初輸入申告者が他社通関業者で行っていた場合、DLI02業務を実施できず「修正申告事項登録
（AMA）」業務を輸入許可情報を確認しながら全て一から入力しているため、当初申告者以外でも
DLI02業務にて呼出しができるようにして欲しい。

３．次期仕様 DLI02業務に「当初申告利用者コード」および「当初B/L番号／AWB番号」を追加し、DLI02実施者と
当初申告者が異なる場合は、追加項目を必須とし呼出し処理を可能とする。



2. 現行仕様
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輸入者
輸入通関手続き依頼

当初申告者
1ANTT

輸入許可書

修正申告実施者
2ANAC

輸入申告

IDC

当初輸入申告
情報呼出し

DLI02

修正申告
事項登録

AMA

現行仕様概要
当初申告者でしかDLI02業務による当初申告情報の呼出しができず、当初申告者ではない修正申告実施者は
AMA業務の入力項目を全て入力している。

現行

輸入許可書から
必要事項を全て
入力

呼出不可

輸入許可書 修正申告事項等
指示書



3. 次期仕様
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次期仕様概要
DLI02業務の入力項目に「当初申告利用者コード」、「当初B/L番号／AWB番号」欄を追加し、当初申告者以外での
呼出しを可能とする。

現行 DLI02業務 入力画面次期DLI02業務 入力画面

以下の新規入力項目を追加する。
・「当初申告利用者コード」欄
・「当初Ｂ／Ｌ番号／ＡＷＢ番号」欄 当初申告に係る情報を入力する項目について、

レイアウトをまとめて、ラベル名を修正



3. 次期仕様（入力項目）
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入力項目表(抜粋)次期



DLI02業務の正常終了後、
10分以内に起動する呼出し処理

3. 次期仕様（チェック仕様）
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申告者
チェック

エラー

正常終了

当初申告利用者コードに
入力がある場合

入力された当初申告利用者が誤ってる

DLI02業務送信者が当初申告者である

エラー

正常終了

変更後のチェック仕様
（当初許可年月日チェックは省略）

当初申告利用者コードが
ブランクの場合

当初申告利用者
入力有無

当初輸入申告情報呼出し
（修正申告）

（随時処理結果通知）

（多数件処理）

1DI02

申告者
B/L番号／AWB番号

チェック

入力された当初B/L番号／AWB番号が誤っている

または

DLI02業務送信者が当初申告者とは異なる

入力された当初申告利用者が正しい

入力された当初B/L番号／AWB番号が正しい

かつ

当初輸入申告
情報呼出し

DLI02

①新規入力項目「当初申告利用者コード」欄に入力された
利用者コードで申告者チェックを行う。

②新規入力項目「当初B/L番号／AWB番号」欄に入力された
番号が当初申告の内容と一致しているかのチェックを行う。

「当初申告利用者コード」欄に入力が無ければ、
現行と同様にDLI02業務の送信者で申告者
チェックを実施する。


